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エゴン・シーレとジストニア
高尾昌樹＊

エゴン・シーレは28歳で生涯を閉じたオーストリアの画家である。彼の絵画の特徴か

ら，彼自身がジストニアだったのではないかと言われているようで、あるが，最近の研究，

また彼の絵や肖像を見る限りそれらしい点はない。むしろ，医学的な題材をもとに絵を

描いていた点が推察され，サルペトリエール病院の絵を参考にしたこともある可能性も

指摘されている。
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はじめに

「エゴン・ シーレとジストニア」というタイトルをい

ただいた。本号は「芸術家と神経学」という大きなテー

マで、ある。私が一番驚いたのは，この企画が編集委員

会で話題に上がったときに，エゴン・シーレ（Egon

Schiele; 1890-1918）という画家のことを，ほかの委員の

先生方はご存知のようであったことである。もちろ

ん，手ムはまったく長日らなかった。そもそも，づ＼さいと

きからおよそ美術というものに対する素養はなく，美

術館なども最後に行ったのはいつであろうといったレ

ベルで、ある。

早速， 「エゴン・シーレ」という名前を入れて Web

検索をしてみたが，出てきた絵を見ても，見たことも

なかった。さらに，私はジストニアの専門科でもない

ので，これは大変なことになったと思った口しかし，

シーレという方は，相当有名な方のようである。自宅

近くの図書館で検索してみるとなんと 28冊もヒット

した。その中で，めぼ、しそうな本を借りてきた。また，

PubMedに出ていた論文にも目を通した110）。 それら

を参考に自分の想像をまとめただけであり，美術的な

評価などは私にはできないし，シーレ自身の精神分析

などもできないので，詳しい先生がおられましたらぜ、

ひどf旨摘ください。

I .エゴン・シーレの生涯

シーレは， 1890年6月 12日，ウィーン近郊のトウ

ルンの駅舎で生まれた。との地には，現在エゴン・シー

レ美術館がある（https://www.schielemuseum.ar／巴n）。そして

この年は，ゴッホが死去した年でもある。父は，オー

ストリア・ハンガリーの固有鉄道で働いていたので，

駅舎が住居も兼ねていた。シーレが 12歳のとき，父

親は進行麻癌で退職， 15歳のときに亡くなった。シー

レは父親との関係はよかったが，母親とは必ずしもよ

くなかったようである。そのため，父の死は大きな衝

撃となったらしい。シーレ自身は 11歳で理工系高等

学校へ入学したが，学校の成績は芳しくなく，当初か

ら絵を描くことを目指していた。彼の才能を見抜いた

教師たちにも恵まれ， 16歳でウィーン美術アカデミー

に入学。ここがどんなに凄いところか私にはわからな

いが，若いときから芸術の才能に恵まれていたことは

間違いない。

ただ，芸術的才能とは別に，当時でも（いまなら受け

入れは不可であろ う）かなり受け入れがたい行動をして

いたようである。特に，シーレがかわいがっていた妹

のゲルティとの関係には母親が心配していたようであ

るし， 22歳のときに，ノイレンバッハ（Neulengbach，ウィー

ンの西へ車で1時間ほどの地）で少女をモデルに絵を描い

ていたために，不道徳，未成年者誘拐で拘留されたこ
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Fig. 1 《トリエステ港》（1907年）

Fig. 3 《座る男の裸像》（1910年）

ともある7）。思いのほか重い罪にならなかったようで

あるが，判事自体もエロティック画像の収集家だった

と言われており 7），当時のオーストリアの社会的な背

景なども考慮しないと理解できない。

シーレの絵に対する考え方を解説する能力は私には
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Fig. 2 《アルトウール・レスラーの肖像》（1910年）

レスラーはシーレの絵を多数収集した。結果的には経済的に支えたこと

になる。

ないので，これ以上は深入りはしないようにする。拘

留を解かれウィーンに戻った後，イタリアのトリエス

テへ旅をして船の絵を描いている（Fig.1)。シーレの

絵として出てくるものと，まったく異なる印象である

（捻れていない）。再びウィーンへ戻り， 1918年に生涯を

閉じるまでの6年間，同じ場所に居を構えた。 191う年

には， 4年間連れ添った愛人兼モデ、ルと別れ，エディッ

ト・ハルムスと結婚する。4日後にはオーストリア軍

に入隊。その後も，創作活動を継続するが， 1918年に

妊娠中の妻がスペイン風邪により死亡，その 3日後に

はシーレ自身も同疾患により 28歳で死亡した。

II .エゴン・シーレとジストニア

いただいたタイトルはシーレがジストニアかどう

か，あるいはシーレがジストニアに興味を持っていた

かどうかの両者にもとれる。明確な回答はないもの

の，あえて言うとすれば，前者はノー，後者はイエス

かもしれないとしておく。前者に関しては，シーレの

絵，特に肖像画（自画像）の中で，体幹が捻れた絵や頭

部が回旋した絵が多いからだと思う（Fig.2～4）。この

ことに関する詳細な総説もあるがI），そこでもシーレ

自身はジストニアではないという結論である。そう

言ってしまえば，乙の総説も終わりになってしまうが，

なぜ、こういった絵を描いたのであろうか。まず，画家

としての駆け出しの頃に，グスタフ・クリムト（Gustav

!(lime ; 1862 1918）の影響を受けたことは大きいようだ。
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Fig. 4 《戦う男》（1913年）

そう言えば，クリムトの「接吻」という絵も，頭部が

回旋している（Fig.5）。でもそれだけではあるまい。

いくつかのシーレに関する本を読んでみると，シー

レ自身は医学との接点があったようだ。例えば，友人

の産婦人科医であるエルヴィン・フォン・グラフの配

慮で，妊婦や新生児のデッサンをしていたらしい

(Fig. 6)5l。さらに，当時サルペトリエール病院から出

されていたヒステリーなどの患者写真からも影響を受

けたことが推察されている 1,5）。サルペトリエール病院

に実際出向いたのかどうかはわからないが，そんなこ

ともあったかもしれない。シーレの多くの肖像画は，

確かに頭部が横を向いているものも多いが，それは他

人であろうが自画像であろうが，同じように身体を捻

らせている。シーレ自身の写真を見ても，確かに頭部

を回旋させているもの，傾けているものもあるが，ど

ちらかと言えばおどけているようだし，普通の向きの

写真もあって，頚部のジストニアのように一定の向き

ではないし，わざと傾けている印象である（Fig.7）。

また，普通の向きの写真も多い。

エゴン・ シーレとジストニア

Fig. 5 グスタフ・クリムト《接吻》（1907～1908年）
工ゴン・シーレに多大な影響を与えたと考えられる画家。

哩ー。

Fig. 6 《新生児》（1910年）

知人の産婦人科医から見せてもらっていた新生児をもとに描かれたと考

えられる。
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Fig. 7 エゴン・シーレの肖像写真一一 1914～1918年頃
おどけたような写真が多いが 妻との写真は ごく普通の写真である。ジストニアという印象は受けない。

おわりに

シーレはジストニアではなかったという，期待外れ

のまとめになってしまった。シーレに関する解説書な

どを読んでみる限りでは，もちろん情熱的かつ一般人

から見れば、変わった人ということになるのかもしれな

い。しかし一方，金銭的にも苦労していた様子がうか

がわれる手紙も多い九 晩年は絵自体の値段はかなり

高くなっていたようだが，浪費癖もあってお金が足り

なかったようである。それであれば、，収集家の目にと

まるより売れるような絵を描こうとしていたこともあ

るかもしれない。シーレの絵には，確かに頭部や体幹

を不気味に捻らせ，平面的な印象の絵が多いが，奇抜

ではない風景画などもあって，極めて綴密な考えとプ

ランによって絵を描いていたのではないかと d思ったり

もする。

本論に掲載した絵は数多くの中かから，私が選んだ

ものであるので，絵にお詳しい方から見れば、代表的な

ものではないかもしれない点はど容赦いただきたい。

いま，新型コロナウイルス感染症のパンデミック下で

あり，シーレもスペイン風邪で命を落とすことになっ

たことを思えば＼感染症のパンデミックの恐怖をあら

ためて思う。スペイン風邪がなく，長生きをしていれ

ば，どんな画家になっていたのだろうか。シーレの絵

が，シャツや鞄のデザインになっていたりしたのだろう

かとf谷っぽいことも思ったところでこの論を終えたい。
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Abstract 
Egon Schiele was one of the famous expressionist painters and ended his short life at the age 28 years. Based on the 

仁hara仁teristi仁sof his paintings, it was considered that he might have had仁ervi日 Idystonia. However, the hypothesis may be 

wrong. The interesting things are that he might have strongly influenced by medical materials including neuropsychiatri仁patients

seen in Salpetriere hospital 
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